
(57)【要約】
【課題】ジエン系ゴムの優れた防振性能や耐疲労性を維持し、耐熱性能を向上することが
できる防振ゴムに好適なゴム組成物を提供すること。
【解決手段】ジエン系ゴム１００重量部に対し、カーボンブラックを２０～８０重量部含
有する防振ゴム組成物において、下記一般式（１）で表される不飽和脂肪酸アミドを０．
５～５．０重量部、及び硫黄を０．１～１．５重量部含有する。
　ＲＣＯＮＨ２ 　・・・（１）
（Ｒは炭素数１１以上の不飽和脂肪酸アルキル基）
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ジ エ ン 系 ゴ ム １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク を ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 部 含 有 す る 防 振
ゴ ム 組 成 物 に お い て 、
　 下 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド を ０ ． ５ ～ ５ ． ０ 重 量 部 、 及 び 硫 黄 を
０ ． １ ～ １ ． ５ 重 量 部 含 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 防 振 ゴ ム 組 成 物 。
　 Ｒ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 　 ・ ・ ・ （ １ ）
（ Ｒ は 炭 素 数 １ １ 以 上 の 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ル キ ル 基 ）
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 を 用 い て な る
　 こ と を 特 徴 と す る 防 振 ゴ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 防 振 ゴ ム 組 成 物 に 関 し 、 特 に 自 動 車 用 エ ン ジ ン マ ウ ン ト な ど の 防 振 部 材 と し
て 好 適 な 防 振 ゴ ム 組 成 物 及 び こ れ を 用 い た 防 振 ゴ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 自 動 車 や 各 種 車 両 に は エ ン ジ ン や 車 体 の 振 動 を 吸 収 し 、 乗 り 心 地 の 向 上 や 騒 音
発 生 を 軽 減 さ せ る た め に エ ン ジ ン マ ウ ン ト 等 の 防 振 ゴ ム が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 防 振 ゴ ム に 用 い ら れ る ゴ ム 組 成 物 は 、 動 倍 率 （ 動 バ ネ 定 数 （ Ｋ ｄ ） ／ 静 バ ネ 定 数 （ Ｋ ｓ
） ） の 値 が 十 分 小 さ く 、 か つ 高 減 衰 性 を 示 す 優 れ た 防 振 性 能 を 有 す る と と も に 、 強 度 、 弾
性 率 、 耐 疲 労 性 な ど の 機 械 的 な ゴ ム 物 性 を 備 え る こ と が 重 要 で あ り 、 ゴ ム 成 分 と し て は 天
然 ゴ ム や ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム な ど の ジ エ ン 系 ゴ ム が 一 般 的 に 使 用 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 自 動 車 の 高 性 能 化 、 高 出 力 化 に 伴 い 、 エ ン ジ ン マ ウ ン ト 等 で 使 用 さ れ
る 防 振 ゴ ム の 使 用 条 件 は 、 高 温 、 高 荷 重 等 の 過 酷 な も の と な り 、 防 振 性 能 に 加 え 高 温 条 件
下 で の 耐 熱 性 能 の 向 上 が 防 振 ゴ ム 組 成 物 に 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 よ り 、 ジ エ ン 系 ゴ ム を ゴ ム 成 分 と す る ゴ ム 組 成 物 は 、 硫 黄 加 硫 に よ り ゴ ム 分 子 間 の
ポ リ ス ル フ ィ ド 結 合 が 増 加 し 耐 熱 性 が 悪 化 し 、 こ の 耐 熱 性 を 改 善 す る た め に 硫 黄 添 加 量 を
少 な く し た Ｅ Ｖ 加 硫 が 知 ら れ て い る が 、 硫 黄 量 を 少 な く す る と 架 橋 部 位 の ス ル フ ィ ド 結 合
数 が 減 少 し ゴ ム 弾 性 や 柔 軟 性 が 喪 失 さ れ ゴ ム 組 成 物 の 耐 久 性 が 悪 化 す る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 防 振 ゴ ム の 中 で 、 ス タ ビ ラ イ ザ ブ ッ シ ュ な ど 金 属 部 品 （ ス タ ビ ラ イ ザ バ ー ） を 嵌
め 込 ん で 使 用 さ れ る 防 振 ゴ ム で は 発 進 時 や 急 ブ レ ー キ 時 、 旋 回 時 等 に ス タ ビ ラ イ ザ バ ー と
ス タ ビ ラ イ ザ ブ ッ シ ュ 内 孔 表 面 と の 接 触 部 分 に お い て 回 転 力 や 拗 れ 力 が か か り 、 ス テ ィ ッ
ク ス リ ッ プ 現 象 に よ り 異 音 が 発 生 し や す く 、 そ の 対 策 と し て 、 ゴ ム 表 面 の 摩 擦 係 数 を 低 下
さ せ る こ と が で き る 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド を 配 合 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 不 飽 和 脂 肪 酸
ア ミ ド や ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 型 界 面 活 性 剤 と の 併 用 に よ り 、 こ れ ら の 成 分 が 徐 々 に ゴ
ム 表 面 に ブ ル ー ム す る 自 己 潤 滑 剤 と し て 働 き 、 摩 擦 係 数 を 大 幅 に 低 減 さ せ る こ と で 前 記 異
音 の 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る と さ れ て い る が 、 耐 熱 性 の 向 上 に 関 し て は 記 載 さ れ て い
な い 。 （ 特 許 文 献 １ 、 ２ な ど ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ３ ４ ８ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ９ ２ ６ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 ジ エ ン 系 ゴ ム の 耐 熱 性 を 改 善 す る こ と で 、 ジ エ ン 系 ゴ ム の 優 れ た 防 振 性 能 や
耐 疲 労 性 を 維 持 し 、 耐 熱 性 能 を 向 上 す る こ と が で き る 防 振 ゴ ム に 好 適 な ゴ ム 組 成 物 を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 者 は 、 上 記 耐 熱 性 向 上 の 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 検 討 を 行 っ た 結 果 、 ゴ ム 組 成 物 に
上 記 の 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド を 配 合 し 、 Ｅ Ｖ ～ 半 Ｅ Ｖ 加 硫 系 に て 加 硫 す る こ と で 耐 熱 性 が 大
幅 に 向 上 す る を 見 出 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 は 、 ジ エ ン 系 ゴ ム １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 カ ー ボ ン ブ
ラ ッ ク を ２ ０ ～ ８ ０ 重 量 部 含 有 す る 防 振 ゴ ム 組 成 物 に お い て 、 下 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ
る 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド を ０ ． ５ ～ ５ ． ０ 重 量 部 、 及 び 硫 黄 を ０ ． １ ～ １ ． ５ 重 量 部 含 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｒ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 　 ・ ・ ・ （ １ ）
（ Ｒ は 炭 素 数 １ １ 以 上 の 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ル キ ル 基 ）
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム は 、 前 記 防 振 ゴ ム 組 成 物 を 防 振 部 材 に 用 い て な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ジ エ ン 系 ゴ ム を ゴ ム 成 分 と し 、 そ の 優 れ た 防 振 性 能 や 耐 疲 労 性 を 維 持
し な が ら 耐 熱 性 を 大 幅 に 向 上 す る こ と が で き る 防 振 ゴ ム 組 成 物 及 び 耐 久 性 に 優 れ た 防 振 ゴ
ム を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に よ り 限 定 さ れ る も の
で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 は 、 ゴ ム 成 分 と し て ジ エ ン 系 ゴ ム が 使 用 さ れ る 。 ジ エ ン 系 ゴ ム
と し て は 、 天 然 ゴ ム （ Ｎ Ｒ ） 及 び ス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム （ Ｓ Ｂ Ｒ ） 、 ポ リ ブ タ ジ エ ン ゴ
ム （ Ｂ Ｒ ） 、 ポ リ イ ソ プ レ ン ゴ ム （ Ｉ Ｒ ） 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム （ Ｃ Ｒ ） 、 ア ク リ ロ ニ ト リ
ル ブ タ ジ エ ン ゴ ム （ Ｎ Ｂ Ｒ ） な ど の ジ エ ン 系 合 成 ゴ ム が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の ジ エ ン 系 ゴ
ム は 、 単 独 で も ２ 種 類 以 上 の ブ レ ン ド 配 合 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 内 で も 、 低 動 倍 率 、 耐 疲 労 性 の 観 点 か ら 、 Ｎ Ｒ 単 独 、 あ る い は Ｎ Ｒ と Ｂ Ｒ 、 Ｓ Ｂ Ｒ
と の ブ レ ン ド が 好 ま し い 。 ま た 、 耐 熱 特 性 に 優 れ る エ チ レ ン － α － オ レ フ ィ ン 系 の エ チ レ
ン － プ ロ ピ レ ン ゴ ム （ Ｅ Ｐ Ｍ 、 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ ） を 一 部 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 に は 、 下 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド を ０ ．
５ ～ ５ ． ０ 重 量 部 配 合 さ れ 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｒ Ｃ Ｏ Ｎ Ｈ ２ 　 ・ ・ ・ （ １ ）
　 Ｒ は 炭 素 数 １ １ 以 上 の 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ル キ ル 基 を 示 し 、 炭 素 数 １ ６ ～ ２ ２ で あ る も の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 一 般 式 （ １ ） で 表 さ れ る 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド と し て は 、 ウ ン デ シ レ ン 酸 ア ミ ド 、 オ
レ イ ン 酸 ア ミ ド 、 エ ラ イ ジ ン 酸 ア ミ ド 、 エ ル カ 酸 ア ミ ド 、 リ ノ ー ル 酸 ア ミ ド 、 リ ノ レ ン 酸
ア ミ ド 、 ア ラ キ ド ン 酸 ア ミ ド な ど が 挙 げ ら れ る が 、 特 に 、 オ レ イ ン 酸 ア ミ ド 、 エ ル カ 酸 ア
ミ ド が 好 ま し い 。 こ の 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド の 市 販 品 と し て は 、 日 本 精 化 （ 株 ） の 「 ニ ュ ー
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ト ロ ン 」 シ リ ー ズ が 利 用 で き る 。 こ れ ら の 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド は 単 独 で も 併 用 し て も よ い
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド の 配 合 量 は ゴ ム 成 分 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ０ ． ５ ～ ５ ． ０ 重
量 部 、 特 に １ ． ０ ～ ４ ． ５ 重 量 部 と な る 量 が 好 ま し い 。 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド の 配 合 量 が ０
． ５ 重 量 部 未 満 だ と 耐 熱 性 の 改 良 効 果 が 不 十 分 で あ り 、 ５ ． ０ 重 量 部 を 超 え る と ブ ル ー ム
を 生 じ や す く す る と と も に 、 弾 性 率 や 硬 度 な ど の ゴ ム の 機 械 的 物 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド の 作 用 効 果 は 明 確 で は な い が 、 Ｅ Ｖ ～ 半 Ｅ Ｖ 加 硫 系 で 老 化 防 止
剤 的 作 用 を 奏 し 、 特 に 耐 熱 性 向 上 の 効 果 を 発 揮 す る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク は 、 そ の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 窒 素
吸 着 比 表 面 積 （ Ｎ ２ Ｓ Ａ ） が ３ ０ ～ １ ４ ０ ｍ ２ ／ ｇ で 、 ジ ブ チ ル フ タ レ ー ト （ Ｄ Ｂ Ｐ ） 吸
油 量 が ６ ０ ～ １ ４ ０ ｍ ｌ ／ １ ０ ０ ｇ で あ る 汎 用 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク が 使 用 で き 、 具 体 的 に は
Ｇ Ｐ Ｆ 、 Ｆ Ｅ Ｆ 、 Ｈ Ａ Ｆ 、 Ｉ Ｓ Ａ Ｆ 、 Ｓ Ａ Ｆ 級 の カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク は 、 特 に Ｎ ２ Ｓ Ａ が ９ ０ ｍ ２ ／ ｇ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ６ ０ ｍ ２

／ ｇ 以 下 の 比 較 的 粒 子 径 の 大 き い カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク が 、 ゴ ム へ の 分 散 性 を 良 好 に し て 動 バ
ネ 定 数 を 低 下 さ せ 動 倍 率 を 下 げ る こ と が で き る の で 好 ま し く 、 具 体 的 に は Ｇ Ｐ Ｆ 、 Ｆ Ｅ Ｆ
が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に お い て 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の 配 合 量 は ジ エ ン 系 ゴ ム 成 分 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、
２ ０ ～ ８ ０ 重 量 部 で あ り 、 好 ま し く は ２ ０ ～ ６ ０ 重 量 部 が 適 当 で あ る 。 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク
が ２ ０ 重 量 部 未 満 で は 、 補 強 性 が 得 ら れ ず 強 度 、 弾 性 率 な ど の ゴ ム 物 性 が 確 保 で き ず 、 ８
０ 重 量 部 を 超 え る と 静 バ ネ 定 数 が 上 昇 す る と と も に 、 耐 熱 性 や 耐 へ た り 性 が 悪 化 傾 向 を 示
す か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ゴ ム 組 成 物 組 成 物 の 加 硫 剤 と し て は 、 粉 末 硫 黄 、 オ イ ル 処 理 硫 黄 、 コ ロ
イ ド 硫 黄 な ど の 硫 黄 が 一 般 的 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 硫 黄 の 配 合 量 は 、 ゴ ム 成 分 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 ０ ． １ ～ １ ． ５ 重 量 部 、 好 ま し く は ０
． １ ～ １ ． ２ 重 量 部 で あ る こ と が 好 ま し い 。 硫 黄 が ０ ． １ 重 量 部 未 満 で は 架 橋 反 応 を 発 生
さ せ る こ と が 困 難 と な り 、 １ ． ５ 重 量 部 を 超 え る と 架 橋 部 分 の ポ リ ス ル フ ィ ド 結 合 が 増 加
し 耐 熱 性 が 得 ら れ な く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 加 硫 剤 と 併 用 さ れ る 加 硫 促 進 剤 と し て は 、 特 に そ の 種 類 は 制 限 さ れ ず 、 テ ト ラ メ チ
ル チ ウ ラ ム モ ノ ス ル フ ィ ド （ Ｔ Ｓ ） 、 テ ト ラ メ チ ル チ ウ ラ ム ジ ス ル フ ィ ド （ Ｔ Ｔ ） 、 テ ト
ラ エ チ ル チ ウ ラ ム ジ ス ル フ ィ ド （ Ｔ Ｂ Ｔ ） な ど の チ ウ ラ ム 系 、 ヘ キ サ メ チ レ ン テ ト ラ ミ ン
な ど の ア ル デ ヒ ド ・ ア ミ ン 系 、 ジ フ ェ ニ ル グ ア ニ ジ ン （ Ｄ ） な ど の グ ア ニ ジ ン 系 、 ジ ベ ン
ゾ チ ア ジ ル ジ サ ル フ ァ イ ド （ Ｄ Ｍ ） な ど の チ ア ゾ ー ル 系 、 シ ク ロ ヘ キ シ ル ベ ン ゾ チ ア ジ ル
ス ル フ ェ ン ア マ イ ド （ Ｃ Ｚ ） な ど の ス ル フ ェ ン ア ミ ド 系 な ど が 挙 げ ら れ る が 、 Ｔ Ｓ 、 Ｔ Ｔ
、 Ｔ Ｂ Ｔ な ど の チ ウ ラ ム 系 加 硫 促 進 剤 が 耐 熱 性 を 良 好 に し 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 加 硫 促 進 剤 は 、 通 常 ゴ ム 成 分 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し １ ～ ５ 重 量 部 程 度 の 量 で 使 用 さ れ る が
、 硫 黄 が １ 重 量 部 未 満 の 場 合 は ２ ． ５ 重 量 部 以 上 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 老 化 防 止 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ア ミ ン － ケ ト ン 系 、 芳 香 族 第 ２ 級 ア ミ ン 系 、 フ ェ ノ ー ル
系 、 ベ ン ゾ イ ミ ダ ゾ ー ル 系 な ど の 老 化 防 止 剤 が 使 用 で き る 。 中 で も 、 耐 熱 性 が 良 好 な ジ フ
ェ ニ ル ア ミ ン 系 、 ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 系 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン 系 老 化 防 止 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ４ ， ４ ’ － （ α － メ チ ル ベ ン ジ ル ）
ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン 、 ４ ， ４ ’ － （ α ， α － ジ メ チ ル ベ ン ジ ル ） ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン 、 ｐ － （
ｐ － ト ル エ ン ス ル ホ ニ ル ア ミ ド ） ジ フ ェ ニ ル ア ミ ン が 挙 げ ら れ 、 ま た 、 ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ
ア ミ ン 系 老 化 防 止 剤 と し て は 、 例 え ば 、 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ フ ェ ニ ル － ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン
、 Ｎ － イ ソ プ ロ ピ ル － Ｎ ’ － フ ェ ニ ル － ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 、 Ｎ ， Ｎ ’ － ジ － ２ － ナ
フ チ ル － ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン 、 Ｎ － （ １ ， ３ － ジ メ チ ル ブ チ ル ） － Ｎ ’ － フ ェ ニ ル －
ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン な ど が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の 中 で 老 化 防 止 効 果 ま た コ ス ト 面 か ら 、
Ｎ － （ １ ， ３ － ジ メ チ ル ブ チ ル ） － Ｎ ’ － フ ェ ニ ル － ｐ － フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン （ ６ Ｃ ） が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 老 化 防 止 剤 は 、 単 独 又 は ２ 種 以 上 を 併 用 す る こ と が で き 、 こ れ ら は ゴ ム 成 分 １ ０ ０
重 量 部 に 対 し 、 ０ ． ５ ～ ５ 重 量 部 の 範 囲 で 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 に は 、 通 常 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 に 配 合 さ れ る 公 知 の 各 種 配 合 剤 、
す な わ ち 、 シ リ カ や そ の 他 の 補 強 性 充 填 剤 、 オ イ ル 、 亜 鉛 華 、 ス テ ア リ ン 酸 、 ワ ッ ク ス 、
樹 脂 類 、 加 工 助 剤 な ど を 本 発 明 の 目 的 、 効 果 を 損 な わ な い 範 囲 で 適 宜 配 合 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 は 、 通 常 の 方 法 、 例 え ば バ ン バ リ ー ミ キ サ ー や ニ ー ダ を 用 い て
混 練 し て 作 製 し 、 常 法 に 従 い 成 形 、 加 硫 さ れ エ ン ジ ン マ ウ ン ト 、 ス ト ラ ッ ト マ ウ ン ト 、 ト
ー シ ョ ナ ル ダ ン パ ー な ど の 各 種 自 動 車 用 防 振 ゴ ム 、 鉄 道 車 両 用 防 振 ゴ ム 、 そ の 他 の 各 種 産
業 機 器 な ど の 防 振 ゴ ム を 製 造 す る こ と が で き 、 そ の 防 振 ゴ ム は 優 れ た 防 振 性 能 と 耐 久 性 能
を 合 わ せ 持 つ も の と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に か か る 防 振 ゴ ム 組 成 物 を 実 施 例 を 挙 げ て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 防 振 ゴ ム 組 成 物 の 調 製 ］
　 表 １ に 実 施 例 、 比 較 例 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 を 示 す 。 用 い た ゴ ム 成 分 、 配 合 成 分 は 下 記 の 通
り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 成 分 ］
・ ゴ ム 成 分 ： 天 然 ゴ ム 　 Ｒ Ｓ Ｓ ＃ ３
・ カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク Ｇ Ｐ Ｆ ： 東 海 カ ー ボ ン （ 株 ） 「 シ ー ス ト Ｖ 」
・ オ イ ル ： ジ ャ パ ン エ ナ ジ ー （ 株 ） 「 プ ロ セ ス Ｘ － １ ４ ０ 」
・ 亜 鉛 華 ： 三 井 金 属 鉱 業 （ 株 ） 「 亜 鉛 華 １ 号 」
・ 老 化 防 止 剤 ６ Ｃ ： 大 内 新 興 化 学 工 業 （ 株 ） 「 ノ ク ラ ッ ク ６ Ｃ 」
・ 硫 黄 ： 細 井 化 学 工 業 （ 株 ） 「 ゴ ム 用 粉 末 硫 黄 １ ５ ０ メ ッ シ ュ 」
・ 加 硫 促 進 剤 Ｔ Ｔ ： 大 内 新 興 化 学 工 業 （ 株 ） 「 ノ ク セ ラ ー Ｔ Ｔ － Ｐ 」
・ 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド ； オ レ イ ン 酸 ア ミ ド ： 日 本 精 化 （ 株 ） 「 ニ ュ ー ト ロ ン Ｐ 」
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 容 量 ２ ０ リ ッ ト ル の 密 閉 式 バ ン バ リ ー ミ キ サ ー を 使 用 し 、 下 記 表 １ に 示 す 配 合 処 方 に 従
い 、 防 振 ゴ ム 組 成 物 を 調 製 し 、 下 記 の 評 価 を 行 っ た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
［ 評 価 ］
　 得 ら れ た 各 防 振 ゴ ム 組 成 物 に つ い て 、 耐 熱 性 （ 熱 老 化 後 の 切 断 伸 び と 圧 縮 永 久 ひ ず み ）
、 ゴ ム 物 性 と し て 硬 度 を 評 価 し た 。 各 評 価 方 法 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
［ 切 断 伸 び 保 持 率 ］
　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ２ ５ １ に 準 じ て 、 （ １ ） １ ０ ０ ℃ ・ ５ ０ ０ 時 間 、 及 び （ ２ ） １ ０ ０ ℃ ・ １
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０ ０ ０ 時 間 の ２ 条 件 で 熱 老 化 後 の 引 張 試 験 試 験 片 （ ３ 号 ダ ン ベ ル 使 用 ） の 切 断 時 の 伸 び を
測 定 し 、 未 老 化 時 の 伸 び に 対 す る 切 断 伸 び 保 持 率 （ ％ ） を 求 め た 。 値 が 大 き い ほ ど 良 好 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
［ 圧 縮 永 久 ひ ず み ］
　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ２ ６ ２ に 準 じ て 、 １ ０ ０ ℃ ・ ５ ０ ０ 時 間 熱 老 化 後 の 試 験 片 の 圧 縮 永 久 ひ ず
み （ ％ ） を 測 定 し 、 耐 へ た り 性 を 評 価 し た 。 値 が 小 さ い ほ ど 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
［ 硬 度 ］
　 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ２ ５ ３ に 準 じ て 、 ス プ リ ン グ 硬 さ （ Ａ 法 、 ２ ２ ℃ ） を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
　 表 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 に か か る 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド を 配 合 し た 実 施 例 １ 、 ２ の
防 振 ゴ ム 組 成 物 は 、 硫 黄 加 硫 系 の 比 較 例 ２ に 対 し 耐 熱 性 を 大 幅 に 向 上 し 、 か つ Ｅ Ｖ 加 硫 系
（ 比 較 例 ２ ） に お け る 耐 熱 性 を さ ら に 改 善 し 、 か つ 硬 度 （ ゴ ム 物 性 ） を 維 持 す る こ と が で
き る 。 一 方 、 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド を １ ０ 重 量 部 と し た 比 較 例 ３ で は ゴ ム の 軟 化 と ブ ル ー ム
が 発 生 し 、 ま た 硫 黄 量 を ３ 重 量 部 と し た 比 較 例 ４ で は 耐 熱 性 の 改 善 が 得 ら れ ず 、 Ｅ Ｖ 系 加
硫 に お い て 不 飽 和 脂 肪 酸 ア ミ ド の 耐 熱 性 向 上 効 果 が 明 確 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 防 振 ゴ ム 組 成 物 は 、 特 に 自 動 車 用 の エ ン ジ ン マ ウ ン ト 、 ス ト ラ ッ ト マ ウ ン ト 、
ト ー シ ョ ナ ル ダ ン パ ー 、 マ フ ラ ー ハ ン ガ ー 、 ボ デ ィ マ ウ ン ト な ど の 各 種 防 振 ゴ ム を 始 め と
し て 、 各 種 産 業 機 器 な ど の 防 振 部 材 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
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